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関
西
の
洋
画

年
譜
に
よ
れ
ば
須
田
国
太
郎
は
「
大
東
亜
戦
争
」
勃
発
の
翌
年
、
一
九
四
二
年
七

月
に
「
満
洲
國
美
術
展
覧
会
」
の
審
査
員
と
な
り
、
大
陸
に
渡
る
。
こ
の
機
会
に
福

田
平
八
郎
ら
と
北
京
西
方
の
雲
崗
に
も
足
を
伸
ば
し
、
第
十
九
洞
ほ
か
の
石
窟
仏
像

の
素
描
を
試
み
る
。
そ
の
な
か
に
《
雲
崗
水
無
河
》
が
含
ま
れ
る
。
雲
崗
を
め
ぐ
る

歴
史
の
な
か
に
こ
の
作
品
を
据
え
な
お
し
、
そ
の
意
味
を
須
田
の
画
業
の
な
か
に
改

め
て
訊
ね
た
い
。

医
学
博
士
、
太
田
正
雄
と
い
え
ば
木
下
杢
太
郎
の
名
で
知
ら
れ
た
詩
人
・
文
筆
家

（
一
八
八
五
―
一
九
四
五
）。
奉
天
（
現
、
瀋
陽
）
の
満
鉄
付
属
地
に
あ
っ
た
南
満
医
学
堂

で
教
授
を
務
め
る
と
と
も
に
奉
天
医
院
の
皮
膚
科
部
長
を
兼
務
し
て
い
た
杢
太
郎
は
、

そ
の
任
務
の
末
期
に
あ
た
る
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
、
木
村
荘
八
と
と
も
に
雲
崗

の
石
佛
を
訪
ね
る
機
会
を
得
る
。
そ
の
滞
在
記
録
は
二
人
の
共
著
『
雲
崗
石
佛
寺
』

と
し
て
中
央
美
術
社
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
し
そ
の
直
後
に
関
東
大
震
災
に
よ
り
、

そ
の
多
く
は
失
わ
れ
た
、
と
い
う
。
一
八
年
後
の
昭
和
一
三
（
一
九
三
八
）
年
、
杢

太
郎
は
座
右
宝
刊
行
会
か
ら
、
同
書
重
版
の
慫
慂
を
受
け
る
。
旧
版
か
ら
杢
太
郎
の

日
記
部
分
の
み
を
採
る
単
著
で
あ
り
、
杢
太
郎
自
身
に
よ
る
現
地
で
の
ス
ケ
ッ
チ
の

ほ
か
、
当
時
北
京
に
店
を
構
え
て
い
た
写
真
師
、
山
本
明
に
よ
る
百
葉
を
超
え
る
現

地
写
真
を
掲
載
し
て
、
重
版
『
雲
崗
石
佛
寺
』
が
刊
行
さ
れ
る
。

変
形
四
六
版
の
小
ぶ
り
な
判
型
だ
が
、
写
真
版
の
ほ
か
六
〇
葉
を
超
え
る
挿
絵
も

付
さ
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
入
念
堅
牢
な
造
本
で
あ
る
。
増
補
に
際
し
て
、
杢
太
郎

は
多
忙
の
な
か
に
も
新
稿
「
大
同
石
佛
雑
話
」
を
加
え
、
こ
ん
な
話
題
を
提
供
す
る
。

二
〇
年
ほ
ど
前
に
奈
良
の
博
物
館
で
偶
然
、
石
井
鶴
三
に
出
会
い
、「
酒
買
観
音
」

の
評
価
が
話
題
と
な
っ
た
。「
酒
買
」
と
は
戯
れ
の
俗
称
で
、
法
隆
寺
の
百
済
観
音

の
こ
と
。
ち
な
み
に
、
石
井
は
こ
の
す
ら
り
と
し
た
立
像
を
、
近
代
的
な
彫
塑
の
観

点
か
ら
み
て
も
完
璧
な
造
作
を
持
つ
稀
有
な
作
例
と
し
て
、
高
く
評
価
し
て
い
た
。

彼
の
幾
つ
か
の
論
考
か
ら
も
、
そ
の
こ
と
は
知
ら
れ
よ
う
。
杢
太
郎
は
こ
の
「
ア
ル

カ
イ
ッ
ク
」
な
彫
像
に
得
心
が
ゆ
く
に
至
っ
た
の
で
、
自
分
の
仏
像
鑑
賞
は
、
ほ
ぼ

「
上
が
り
」
の
域
だ
と
思
っ
て
い
た
と
い
う
。

　
当
時
ま
だ
天
龍
山
の
石
窟
は
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、
龍
門
・
奉
先
寺
の
石
窟
、
大

「
著
者
（『
支
那
の
経
済
と
社
会
』『
東
洋
的
専
制
主
義
』
の
著
者
ウ
ィ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ゲ
ル
）
は
、
そ
こ
（
戯
曲
「
誰
が
一
番
馬
鹿
だ
？
」）
で
は
ま
だ
ア
ジ
ア
の
奥
地

で
幾
千
年
来
、
お
り
お
り
の
猛
烈
な
勢
い
で
荒
れ
く
る
っ
て
い
る
風
に
つ
い
て
も
、
そ
の
せ
い
で
風
化
し
て
し
ま
っ
た
草
原
に
つ
い
て
も
、
あ
る
い
は
ま
た
、
風
塵

の
堆
積
に
よ
る
黄
土
成
層
に
つ
い
て
も
、
要
す
る
に
、
自
然
的
要
素
に
つ
い
て
は
、
さ
さ
や
か
な
関
心
さ
え
示
し
て
い
ま
せ
ん
。」

花
田
清
輝
「
草
原
に
つ
い
て
」（
一
九
六
五
）（『
東
洋
的
回
帰
』
文
藝
春
秋
、
一
九
七
一
所
収
）

稲
賀
　
繁
美

石
佛
群
を
抱
く
枯
山
水
の
平
原
―
須
田
国
太
郎
の
見
た
雲
崗
石
窟
寺
院
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同
の
雲
崗
は
、
な
お
工
科
大
学
の
限
ら
れ
た
専
門
家
し
か
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
。
と

こ
ろ
が
龍
門
、
雲
崗
へ
と
足
を
運
ん
で
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
推
古
朝
の
仏
像
が
「
奥

の
院
」
だ
と
思
っ
て
い
た
の
に
、
さ
ら
に
そ
の
奥
に
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
領
域
が
広
が

っ
て
い
る
。
折
か
ら
杢
太
郎
は
奉
天
住
ま
い
の
身
で
、
朔
北
の
ハ
ル
ビ
ン
が
最
後
の

大
都
か
と
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
さ
ら
に
北
方
の
雪
寒
の
地
に
ト
ム
ス
ク
、

オ
ム
ス
ク
、
ト
ボ
ル
ス
ク
が
あ
り
、
そ
れ
が
つ
い
に
は
モ
ス
ク
ワ
か
ら
ヨ
オ
ロ
ッ
パ

の
古
都
に
通
ず
る
―
。
そ
の
こ
と
を
悟
っ
た
折
の
驚
き
に
も
似
た
、
そ
ん
な
心
境
だ

っ
た
と
い
う
（
地
名
表
記
は
杢
太
郎
に
な
ら
う
）。

　「
推
古
佛
か
ら
出
て
大
同
佛
に
至
る
と
、
文
化
史
的
回
顧
の
ペ
ル
ス
ペ
ク
チ
イ
ヴ
が

急
に
甚
だ
広
く
な
る
の
で
あ
る
」。
そ
し
て
空
想
の
視
点
は
唐
や
北
魏
か
ら
さ
ら
に
時

代
を
遡
り
、「
印
度
か
ら
希
臘
」
に
ま
で
伸
び
て
ゆ
く
。
こ
の
感
想
は
、
満
洲
へ
と
版

図
を
拡
大
し
て
い
た
時
期
の
、
日
本
人
知
識
人
の
心
境
を
正
直
に
語
っ
た
も
の
と
い
え

る
だ
ろ
う
。
ア
ジ
ア
内
陸
へ
の
考
古
学
調
査
は
、
帝
国
主
義
列
強
が
覇
を
競
い
あ
っ
た

事
業
で
あ
り
、
植
民
地
争
奪
戦
の
前
哨
戦
、
学
術
上
の
代
理
戦
争
で
す
ら
あ
っ
た
。

島
国
「
日
本
」
が
「
東
洋
」
へ
と
拡
大
し
て
ゆ
く
。
そ
う
し
た
「
東
洋
意
識
」
の
心
理

的
な
膨
張
拡
張
は
、
杢
太
郎
の
雲
崗
行
脚
に
も
、
ま
が
う
か
た
な
く
刻
ま
れ
て
い
た
。

　
昭
和
一
三
年
と
い
え
ば
、
前
年
七
月
七
日
に
北
京
郊
外
の
盧
溝
橋
で
発
砲
事
件
が

突
発
し
、
そ
れ
き
っ
か
け
に
、
第
二
次
支
那
事
変
が
勃
発
、
日
中
戦
争
が
本
格
化
す

る
。
六
年
前
に
は
熱
河
占
領
と
と
も
に
、
承
徳
の
避
暑
山
荘
や
広
壮
な
喇
嘛
廟
の
存

在
が
内
地
に
知
ら
さ
れ
、
大
き
な
話
題
を
撒
い
て
い
た
。
華
北
に
進
出
し
た
日
本
軍

は
、
雲
崗
を
も
い
ち
は
や
く
管
理
下
に
置
き
、
九
月
二
〇
日
に
は
現
場
の
古
蹟
保
護

策
を
取
る
に
至
っ
て
い
る
。
だ
が
こ
う
し
た
措
置
も
中
国
人
か
ら
み
れ
ば
屈
辱
に
ほ

か
な
ら
ず
、
自
分
た
ち
の
遺
産
喪
失
に
等
し
か
っ
た
。
日
本
側
の
占
領
に
続
く
こ
の

時
期
、
民
国
側
の
雑
誌
媒
体
に
は
、
雲
崗
十
九
洞
の
大
佛
の
写
真
を
表
紙
に
選
ん
だ

も
の
が
あ
る
。
北
京
に
本
社
を
置
く
華
北
交
通
が
、
新
た
な
目
玉
と
し
て
大
同
観
光
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に
着
手
し
た
の
も
、
こ
の
時
期
。
杢
太
郎
の
右
の
文
章
は
同
年
九
月
の
『
文
藝
春

秋
』
掲
載
。
こ
の
年
の
院
展
に
前
田
青
邨
は
畳
二
畳
ほ
ど
も
あ
る
大
作
《
大
同
石

佛
》
を
、
川
端
龍
子
は
青
龍
社
展
に
、《
佛
接
引
洞
》
の
前
面
、
お
よ
び
同
じ
大
露

佛
を
ほ
ぼ
側
面
か
ら
写
生
し
た
二
作
品
を
、
雲
崗
視
察
の
成
果
と
し
て
展
示
し
、
ふ

た
り
の
競
演
が
話
題
と
な
る
。
と
も
に
墨
と
黄
土
と
に
よ
る
着
彩
だ
が
、
青
邨
は
紙

本
に
定
着
し
に
く
い
黄
土
の
扱
い
に
苦
労
し
た
と
の
証
言
が
残
る
。

　
須
田
国
太
郎
が
雲
崗
を
探
訪
す
る
の
は
そ
の
五
年
後
の
一
九
四
二
年
夏
。
そ
れ
よ

り
四
半
世
紀
前
、
須
田
は
第
一
次
大
戦
終
了
直
後
の
大
正
七
（
一
九
一
八
）
年
に
渡

欧
し
、
こ
の
折
、
途
中
イ
ン
ド
で
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
遺
蹟
を
訪
れ
て
い
た
。
現
地
で

「
一
週
間
頑
張
っ
た
経
験
は
自
分
の
一
生
に
大
き
な
印
象
を
残
し
て
い
る
」
と
後
に

語
っ
て
い
る
（「
画
で
立
つ
ま
で
」﹇1950

﹈『
近
代
絵
画
と
レ
ア
リ
ス
ム
』、
一
九
六
三
年
、
二

二
二
頁
）。
河
川
に
沿
っ
て
露
出
し
た
岩
盤
を
掘
削
し
た
石
窟
群
と
し
て
、
ア
ジ
ャ
ン

タ
ー
の
造
作
が
遙
か
雲
崗
に
ま
で
伝
播
し
て
い
る
こ
と
は
、
疑
い
あ
る
ま
い
。
雲
崗

を
訪
れ
た
川
端
龍
子
は
、
仏
教
遺
跡
に
大
東
亜
の
栄
光
あ
る
将
来
を
仮
託
す
る
。
写

真
機
を
駆
使
し
た
長
谷
川
三
郎
は
、
日
本
的
な
規
模
を
超
絶
し
た
達
成
を
眼
前
に
し

て
、
大
土
木
工
事
へ
の
夢
想
を
逞
し
く
す
る
。
そ
の
一
方
、
こ
れ
も
写
真
機
を
持
ち

込
ん
だ
柳
瀬
正
夢
は
、
洞
穴
の
周
辺
に
住
居
す
る
子
供
た
ち
に
レ
ン
ズ
を
向
け
る
。

（
五
十
殿
利
治
「
日
中
戦
争
期
に
お
け
る
雲
崗
石
窟
と
日
本
人
画
家
」『
芸
術
研
究
報
』
筑
波
大
学
、

二
八
〜
三
〇
号
、
二
〇
〇
七
〜
〇
九
年
）。
こ
れ
ら
先
行
す
る
画
家
た
ち
と
同
様
、
須
田

も
第
十
九
窟
石
佛
を
、
午
後
の
光
の
下
、
速
筆
で
描
き
取
る
。
一
〇
号
ほ
ど
の
油
彩

だ
が
、
そ
の
画
格
に
は
、
他
の
追
従
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

　
だ
が
、
類
例
を
離
れ
て
特
異
な
の
が
《
雲
崗
水
無
河
》（
一
九
四
二
）
だ
ろ
う
。
石

窟
群
は
武
州
河
の
北
岸
、
砂
岩
の
摩
崖
に
穿
た
れ
て
い
る
。
河
は
西
北
か
ら
流
れ
、

屈
曲
し
た
の
ち
石
窟
群
の
ま
え
で
東
に
向
き
を
変
え
る
。
須
田
が
目
を
向
け
た
の
は

そ
の
下
流
方
向
。
陰
翳
か
ら
し
て
、
時
刻
は
午
前
だ
ろ
う
か
。
石
窟
群
は
画
家
の
左

背
後
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
涸
れ
河
は
畑
作
地
帯
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ

よ
り
二
二
年
遡
る
、
杢
太
郎
に
よ
る
水
彩
の
《
雲
崗
風
景
》
が
、
そ
の
牧
歌
的
な
農

村
の
佇
ま
い
を
描
写
し
て
い
た
。
と
は
い
え
須
田
の
眼
が
捉
え
た
風
物
に
は
人
間
の

営
み
は
一
切
な
く
、
荒
涼
と
し
た
乾
燥
地
帯
が
広
が
る
ば
か
り
。
左
手
の
丘
陵
を
別

に
す
れ
ば
、
お
よ
そ
画
趣
な
ど
と
は
無
縁
な
荒
野
に
、
画
家
は
対
峙
す
る
。
そ
こ
に

は
ス
ペ
イ
ン
は
《
ア
ー
ヴ
ィ
ラ
》（
一
九
二
〇
）
の
赤
土
の
城
塞
の
記
憶
も
重
ね
ら
れ

よ
う
か
。《
工
業
地
帯
》（
一
九
三
六
）
を
さ
ら
に
突
き
詰
め
た
地
表
と
の
鬩
ぎ
あ
い

が
、
画
布
に
即
興
で
定
着
さ
れ
る
。
ほ
と
ん
ど
抽
象
画
と
い
っ
て
差
し
支
え
な
い
絵

肌
に
、
ひ
た
す
ら
荒
漠
た
る
奥
行
き
の
み
が
投
影
さ
れ
る
。
清
水
登
之
の
《
南
方
地

下
資
源
》（
一
九
四
三
）、
石
井
柏
亭
の
《
西
部
蘇
満
国
境
》（
一
九
四
三
）
な
ど
の
異
色

作
と
比
べ
て
も
、
と
り
わ
け
人
間
の
卑
小
さ
に
慄
然
と
さ
せ
ら
れ
る
。
突
き
詰
め
た

異
郷
風
物
で
あ
る
。
同
様
の
山
肌
の
連
作
は
、
敗
戦
後
の
《
岬
（
室
戸
）》（
一
九
四

九
）
や
《
八
幡
平
》
の
連
作
（
一
九
五
四
）
へ
と
継
承
さ
れ
よ
う
。

　「
戦
争
画
が
真
に
戦
争
の
影
響
か
ら
生
ま
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
戦
争
の
特

質
が
、
絵
画
の
上
に
表
明
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
意
味
は
な
い
」（「
龍
大
新
聞
」
一
九
三

九
年
一
一
月
号
）。「
徒
に
日
本
主
義
を
標
榜
す
る
画
家
が
わ
が
国
に
存
立
す
る
な
ど
は

絵
画
國
日
本
の
恥
辱
で
あ
る
」（「
大
阪
毎
日
」
一
九
四
一
年
四
月
五
日
）。「
主
題
の
高
下
、

尊
卑
が
真
に
絵
画
の
藝
術
的
高
下
で
は
な
い
」（「
京
都
新
聞
」
一
九
四
一
年
一
〇
月
二
〇

日
）。
時
局
柄
、
真
意
を
つ
か
む
の
は
容
易
で
な
い
行
文
だ
が
、
主
張
は
字
面
の
裏

か
ら
じ
わ
り
と
浸
透
し
て
く
る
。
須
田
が
学
徒
出
陣
の
姿
、「
黒
ず
く
め
」
の
「
沈

痛
」
を
写
す
の
は
、
こ
の
《
雲
崗
水
無
河
》
を
描
き
留
め
て
、
ほ
ぼ
一
年
後
の
こ
と

と
な
る
。 

（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
・
総
合
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）

＊
　
雲
崗
を
描
写
し
た
芸
術
家
に
焦
点
を
当
て
た
展
覧
会
『
ア
ジ
ア
・
イ
ン
パ
ク
ト 

日
本
近
代
美

術
の
「
東
洋
憧
憬
」』
が
東
京
都
庭
園
美
術
館
で
開
催
中
（
二
〇
一
九
年
一
〇
月
一
二
日
〜
二
〇

年
一
月
一
三
日
）
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